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研究成果の概要（和文）：本研究では越後平野，津軽平野，鳥取平野，矢作川沖積低地などに

立地する考古遺跡周辺を対象として地形・地質調査を実施し，詳細な地形発達史を検討した．

それにより，従来の1000年オーダーの地形発達史研究では明らかにできなかった地盤の沈降，
ラハールの流入，海面の微変動，河川の転流などのイベントを検出することができた．

研究成果の概要（英文）：It was the purpose of this study to make clarify the high resolution 
geomorphic development history of the alluvial plain by using archaeological data. We 
investigated archaeological sites buried Ecchigo Plain, Tsugaru Plain, Tottori Plain and 
others. As a result, historical subsidence events, sedimentation process of lahar and river 
avulsion were confirmed. The present result suggested that archaeological data contribute 
to clarify the high resolution geomorphic development history of the alluvial plain. 
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１．研究開始当初の背景

沖積低地の地形発達は氷河性海面変動以

外にも，上流域における土砂生産や，土砂を

侵食・運搬・堆積させる河川の営力を反映し

てなされるが，それらを考慮した流域単位で

の地形発達については十分に検討されてい

ない．土砂生産については気候や植生条件の

変化との関連性の解明が求められる一方で，
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地震・断層活動による山地崩壊と天然ダムの

形成，火山活動といった突発性のイベントの

影響も考慮して地形発達史に組み込む必要

がある．また大規模沖積低地には，その縁部

に活断層が伏在する場合が多いが，断層の活

動と地形発達の関連性については十分な考

察がなされてこなかった． 
以上の観点による地形発達の解明は，これ

まで主流とされてきた 1000 年オーダーの地
形発達史研究の枠組みの中では難しい．特に

臨海沖積低地における断層活動の影響は

1000 年オーダーでは見落とされる可能性が
高く，少なくとも 100年オーダーの分解能が
求められる．また，上流域における土砂生産

状況と沖積低地の地形発達の関連性を検討

する際にも，ベースとなる高精度の地形発達

史を編む必要がある． 
 
２．研究の目的 
本研究では臨海沖積低地に立地する考古

遺跡で確認される100年オーダーの微地形の
発達に関する断片的情報と臨海沖積低地の

広域で確認される 1000 年オーダーの地形変
化との関連性を明らかにしたうえで，高精度

の時間・空間的分解能を有する地形発達史を

編むことを目的とする． 
 
３．研究の方法 
 越後平野，津軽平野，鳥取平野，矢作川沖

積低地に立地する考古遺跡と周辺を対象と

して地形・地質調査を実施した． 
既存の遺跡報告書に記載された遺跡分布

や層相・層序に関する記載を整理するととも

に，発掘調査中の遺跡ではトレンチ断面の記

載及び各種分析用のサンプルを採取した．ま

た，得られたサンプルをもとに 14C年代測定，
珪藻分析，テフラ分析などを行なった． 

 加えて，遺跡周辺におけるボーリング調査

や既存ボーリング資料の収集および整理を

実施した． 

 

４．研究成果 

（1）越後平野中部 
 越後平野中部には平安時代初頭の遺跡（的

場遺跡・緒立遺跡など）が分布しており，そ

の多くは旧砂丘列上に認められる．それらは

９00AD までに廃絶しており，泥炭質の堆積
物によって覆われている．また，各遺跡の遺

構面の標高は 0m以下に認められる．加えて，
氾濫原においても 900AD 頃から広域で泥炭
質の堆積物が堆積し，遺跡群を覆っている．

こうした現象は，越後平野の西縁に伏在する

角田・弥彦断層の最新活動に伴う沖積低地の

沈降を示唆するものと考えられる． 
（2）津軽平野 
 津軽平野の氾濫原に立地する十三盛遺跡

およびその周辺において地形・地質調査を実

施した．十三盛遺跡は 1,000 AD以降に営ま
れた遺跡であるが，その遺構面下からは層厚

約 50センチのラハール堆積物が確認された．
テフラ分析の結果，同堆積物は 915AD の十
和田平安噴火によってもたらされた可能性

が高いことが明らかになった． 
 また，津軽平野の中部から南部には完新世

段丘が発達しており，段丘面上には全体とし

て網目状を呈する自然堤防群が認められる．

自然堤防を構成する堆積物についてテフラ

分析を実施したところ，十和田平安噴火起源

のテフラが大量に含まれることが分かった．

津軽平野に認められる完新世段丘は，十和田

平安噴火に伴う大量のラハール堆積物の流

入と，その後の河川による下刻によって生じ

たものと考えられる． 
 したがって，津軽平野の現地表面の形成に

あたっては，上流部で生じた十和田平安噴火

と，それによって生じたラハール堆積物の流

入が大きな影響を与えたと言える． 



 

 

（3）鳥取平野北西部 
鳥取平野北西部に位置する湖山池南岸に

発達した溺れ谷状低地（高住低地）に立地す

る高住平田遺跡およびその周辺を対象とし

て地形・地質調査を実施した． 
高住低地では，K-Ah 降灰以前に縄文海進
の影響を受けて，低地の奥深くにまで海域が

侵入した．このことは当時，沖合の古砂丘や

新砂丘の発達は顕著でなく，開放的なバリア

ー・ラグーンシステムが形成されていたこと

を示唆する．また，K-Ah 降灰直前に高住低
地の南部では砂質干潟から淡水湿地への環

境変化が生じたが，同様の事象は山陰地方西

部に分布する他の沖積低地で確認されてお

り，海面上昇速度の鈍化・停滞に伴う新砂丘

の発達によって，バリアー効果が高まったこ

とに起因する可能性が高い．一方，高住低地

の北部では K-Ah降灰後も内湾環境が継続し
たが，その後の河川堆積物による埋積に伴っ

て 5,700 calBP 頃に汽水湖沼へと変化した．
さらに，4,600 calBP頃には湖水の塩分濃度
が低下し，淡水湖沼へと変化した．4,600 
calBP頃の淡水湖沼化は湖山池南岸で共通し
て認められることから，閉塞湖沼としての湖

山池の原型はこの頃に完成したと考えられ

る． 
（4）矢作川沖積低地 
 矢作川下流では，縄文時代晩期に相当する 
3,000 年前頃にデルタの急速な前進が生じた
いたことが既存研究によって解明されてい

る． 
 本研究では，当時の内陸部における河川の

動態と堆積環境を明らかにするために，矢作

川河床埋没林および寺部遺跡において地

形・地質調査を実施した．その結果，内陸部

の氾濫原では広範で落葉広葉樹林が成立す

るような安定的な河川環境にあったことが

明らかになり，河川の動態としては，内陸部

をバイパス的に通過して，土砂を臨海部に供

給するシステムを呈していたことが推定さ

れた． 
（6）高精度の地形発達史の構築における埋
蔵文化財情報の活用の有効性 
 埋蔵文化財情報，すなわち遺跡の分布や埋

没状況をもとに，従来の地形発達史研究を見

直すと，それまで見落とされていたドラステ

ィックなイベントを抽出できる可能性が高

いことが明らかとなった． 
 遺跡を対象とした地形・地質調査の利点は，

連続的に浅層地質が観察できること，遺物や

遺構という時間軸を得られることにある． 
全国各地で実施されている遺跡の発掘調

査のデータを積極的に活用することによっ

て，より詳細な沖積低地の地形発達史を構築

することが可能となる． 
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